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述も見られるが、広く科学教育に携わる先生方にお勧めしたい 2 冊である。 
現在、「東京大学アカタマ天文台（TAO）プロジェクト」が進行中であると聞く。2008 年度 1
メートルのパイロット望遠鏡 mini‐TAO 望遠鏡、2013 年度には 6.5 メートルの望遠鏡がファー
ストライトを迎える計画であるという。 
また、吉井氏は、後進の育成にたいしても、「銀河学校」を始め、それを発展させた形での特定非
営利活動法人 Science Station の理事長も務められており、中学生や高校生に向けた科学のおもし
ろさの普及にも尽力されている。 
（A:東京大学出版会刊、2003 年 6月発行、A5 版、212 頁+p.x.、本体価格 2,800 円） 
（B:集英社刊、2006 年 1月発行、新書版、222 頁、本体価格 680 円） 
